






要約:全国 53 施設における先天性副腎過形成症(CAH)マス・スクリーニングでのカットオ

フ値の調査を実施した。各施設とも 3年前の小松らの調査と使用キットやカットオフ値に

大きな変更はなかった。今回の調査で再検査依頼率と精密検査依頼率は、再測定の方法、

再検査依頼および精密検査依頼の基準値等の違いにより各施設間に大きな差があった。

17-OHP 低値の CAH 患児が発見されていることから、一部の施設において現在のカットオ

フ値を継続すると CAH 患児の見逃しが生じる危険がある。使用キットによりカットオフ値

は異なるものの、再検査および精密検査依頼率を考慮しながら、標準的な検査方法の確立

と適切なカットオフ値の設定が必要であると思われた。


